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1.来日

1920年(大正9年)8月31目付rニュｰヨｰクタイム

ズ｣は,著名な地質学者,最初の日本地質調査をした鉱

山技師の見出Lで,ベンジャミン･スミス･ライマン

(第1図)の死去を報じている注1)｡この｢タイムズ紙｣

｢アメリカ名士録｣及びr科学人名事典｣は,ライマン

の来日の年を1873年(明治6年)としているが,日本の資

料を調べると,佐藤博之氏注2)がr(ライマンの)明治6

年1月来日は井黒(1968)の公文書調査によって確認さ

れており｣とrライマンとナウマン百年史の一こま(3)｣

に述べている以外,明治5年説が圧倒的なのは何故なの

だろうかP｡

ライマンの残した明治5年10月4日から明治6年8月

16目の書簡コピｰ綴りのおかげで,彼のサンフランシス

コ出発,来日,江戸到着の目付けが明らかにたった｡即

ち1873年(明治6年)1月18目タムソソホテルから黒田清

隆にあてた書簡,1月22目ノｰスハソフトソ市判事,父

サミエル･ライマソヘ書いた手紙,綴り147ぺ一ジに綴

じ込んだニュｰヨｰクから芝,江戸までの族費リストの

三つの資料からである｡サンフランシスコ出発は1872年

(明治5年)12月17日で,当目ライマンは,ホテル代8ド

ル,ホテルポｰタｰ50セント,汽船アラスカ号までの馬

車代1ドル出費として記入している(第2図)｡一生を通

し筆まめ,いや筆マニヤだったライマンは15日と16目,

二目問サ1■フラ1■シスコのグランドホテルで,肉親,知

人に7通手紙を書いた後,しばらく筆を絶ち,次に筆を

取ったのは,翌年1月2目父への手紙だった｡右上隅,

普通差出人の住所を書くところは,汽船アラスカ号,サ

ンフランシスコと横浜の中問で,とたっており洋上で

サンフランシスコに向かう汽船コロラド号に託したもの

で,サンフランシスコ出発12月17日を裏書きしていると

みてよい｡

旅費リストによると,12月17日後の出費は,明けて
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第1図B.S.ライマン

1873年(明治6年)1月17目で汽船スチュワｰドに5ド

ル,航海を終え謝礼チップに違いたい｡翌18目は,サソ

バソと荷物50セント,荷物クｰリｰ鉄道まで1ドル,江

戸まで鉄道荷物3ドル,切符1ドル85セント,江戸ホテ

ルまで馬車メキシコ銀1ドル,ライマン江戸到着の様子

が,まざまざと目に浮かぶ｡ここで一つ歴史的事実を認

識していただきたい｡太陽暦が採用され明治5年2月3

目が明治6年元且にたったことであ一る｡ライマンの弟子

でさえ明治5年ライマン来日と信じたのは旧暦から新暦

の変遷による混乱が起因したのではなかろうか｡

ホテルに着くと,急ぎ黒田清隆へ左記の手紙をしたた

注1)ブレｰクとバンベリｰの北海道地質測量は1862年(文久

2年)である｡

注2)地質ニュｰス1985年9月号373号38ぺ一ジ

キｰワｰド:お雇い外国人,ライマ:■,来目
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第2図1872年12月4日から1873年1月19日までの会計リスト

めている(第3図)｡

ワシントン辮理公使森注3)との契約に依って,開拓

使勤務のため只今江戸に到着したのをお知らせいたし

ます｡遅滞たく仕事を始めたく貴下の御指令を待って

います｡もL御希望たら,ご都合のよい折,参上いた

します｡

謹言

ベソジ･スミス･ライマン

1月18目1873年タムソソ･ホテル

黒田開拓使長官

至って簡潔であるが,書面に,すぐにでも仕事に着手

しようと意気込むライマンの面目が躍如としていて,ほ

ほえましい｡この手紙でケプロンがホテルにかけつけ,

続いて黒田が訪れ,ライマン江戸新生活がスタｰトす

る｡詳細は,1月22目付父への手紙に負うところが大き

い｡

黒田への公式書簡と旅費は,歴史と事実を伝えるが,

父への手紙は,人間ライマンが躍動し真に興味深い(第

4図)｡所為文字がうすれたり消えたりして,判読すら出

来ない文があるのは残念だが,それにもかかわらず,ラ

イマンの興奮を肌で感じる｡

1990年3月号

第3図黒田清隆あて書簡

逆風,荒天を冒しすっかり遅れて30目半かかったア

ラスカ号の航旅を終え,遂に?曜日の夕暮横浜につき

ました｡

上記は手紙の冒頭である｡?は消えて読めたいので,

万年暦を利用し,叉1月22目までのライマンの毎日の行

動を分析した結果,金曜日,つまり1月17日金曜日,日

本の土を踏んだのが確実とたった｡すでに税関は閉り遅

くて江戸に行けず,船で神よくたったドイツ人と上陸

し,ドイツホテルでラｰガｰを飲んだり,日本人を妻と

している人を訪れているが,誰で,何処で,何をしたの

か,文字が消滅して数行は手の施しようなし｡

江戸ステｰションからホテル行き馬車で2マイル

アメリカ人,ミスタｰタムソソが経営するヨｰロッバ

風2階建ホテルにめでたく無事到着しました｡途中2

年前に泊ったホテルの焼け跡を通りました｡

実はライマンの今回の来日は2回目であった｡1870年

(明治3年)イギリス政府の依頼で,インドパンジャブ地

注3)森有礼�
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時から86歳の高齢で永眠するまで,書きにつけ,悪さに

つけ,日本の事を思いつずげて人生を終えたのである｡

ミスタｰ黒田へ,一筆書いた後……ケプロン将軍が

通訳を連れて,ホテルに私を訪れました｡間も無くミ

スタｰ黒田も来られるがと語った数分後に,当人黒田

もホテルに到着し,通訳を通し私の無事安着を祝い,

ケプロン将軍に繰返し,私の身の回りの世話が,行き

届いているかどうか,気を付けていて欲しいと頼んで

いました｡

当夜,ケプロンは,自宅にライマンを招待,客は,開

拓使及び政府関係者と通訳2人,計6人であった｡翌日

目曜目の朝,いよいよホテルから,芝･増上寺の一角,

ライマンの栖に転居し,部屋の様子を,下記の様に描写

Lている｡

･部屋は,まだはっきり判らないが全部で五室

あり,家具は殆どありません｡ただ絨綬がしいてあり

屠問に椅子三脚,机一脚,テｰブルｰ台,小さな書棚

(今朝運ばれまLた)にストｰブ,寝室には,ベッド･タ

ソス･洗面台とタオル掛があります｡

第4図文あて書簡

方の油田調査をし翌年アメリカ帰国の途中日本に立ち寄

った｡1871年(明治4年)5月14目サンフランシスコか

ら,叔父レスリｰ注4)へ｢中国と日本への旅は,すぽらし

いでした｡相当た東洋通にたりまLた｣と書いている｡

又,横浜に着くや,シャツ･パジャマ･ハンカチｰフ

等,33点を洗濯に出した｣メモの目付けが,同年4月20

日,江戸ホテル食事付3ドルの領収書は,4月21目,日

本を立つ前であろう｡4月22日,横浜で,金貨を699ドル

86セント小切手に替えている(第5図)｡ライマンはこの

その夜,黒田はライマンを主賓とし,開拓使の主要人

物を招き,宴会を開いた｡総計16人で,黒田が上座に座

り,反対側にケブロソ,黒田の右側がライマン,向かい

がアソチセル,その隣りがホルト,彼は江戸の製材と製

粉各所を司る機械運転老頭取,彼の隣りは数名の日本

人,ライマンの右側は,日本人の通訳で,その隣りが又

数人の日本人,ケプロンの左側は,二人の若いオランダ

の女性(開拓使仮学校女学校の先生),ケプ1ゴゾの右は,モ

注4)叔母婿ピｰタｰ･レスリｰ博士(地質学)
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第5図通貨交換証明書
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ソ肩一,そしてもう一人の日本人通訳｡ライマンの住居

の一問で宴会は行われ,7時に始まり10時に終わったと

真に詳細に父へ語っている｡ここで一つ加えたいのは,

当目の午後モンロｰとアソチセルがライマンを訪間して

いる｡ライマンはモンロｰを米国より同伴していたい｡

又そのとき受け取ったと思われるアンチセノレの名刺の肩

書きは,M.D.ANTIsELLで,彼はドクタｰであった｡

次の目,日曜日(20日)ライマンの仕事に関して,黒

田と会談,黒田側は,二人の首脳と通訳,片側は,ケプ

ロンとライマンで,主にアソチセルとライマンの仕事の

受け持ちについて話しあった｡後年黒田と不和にたり契

約更新さえ拒まれるが,父には｢ミスタｰ黒田はユｰモ

アのセンスあり,私に特に親切だった｡彼は40歳位で,

知的でプリンスの容貌を供えている｣と好意的書振りで

ある｡会談の席上,黒田はライマンが開拓使のアドバイ

ザｰとして,ケプロンの次席となるのを希望し,ケプロ

ンは,アソチセル再契約の処置にかかわらず,ライマン

の地位は,アソチセルのより低くてはたらぬと力説して

いる｡又ケプロンのアソチセルとのトラブルに言及し次

のように書いている｡

ケプロン将軍はアソチセル罷免までは,彼とは不和

でありませんでした｡ケプロン将軍の不在中,将軍力ミ

アソチゼル再契約の処置を望んでいるとの偽りが伝え

られ,将軍を喜ばせようとしてなされたのですが,将

軍はアソチセルの再契約を快く思っていません｡

これは黒沢明の｢羅生門｣の様に,どこまでも,ライ

マンの｢ケプロン･アソチセル不和事件｣である｡又黒

田との会談で,ケプロンはライマンが蝦夷の地質兼鉱山

士長であるべきを主張し㍍アソチセルは開拓使仮学校

で教えていると継ぎ足している｡

まだこの国の見物はしていませんし,殆ど外出して

いませんが,昨日の午後,ケプロン夫妻と,ミセス･

ホウズ注5)とで,芝のお寺(増上寺)まで行き,徳川大

君のお墓をみました｡こちらは大変寒く,日本の家屋

は開放的で,しかも暖房の設備が貧弱なので,室内は

とても寒いです｡日曜日は一目の大部分雪が降りまし

たが,月曜目の正午までに消え去りました｡私は心か

らの歓迎を受けたことぼかりでなく今後の全般の見通

しについても,非常に満足しています｡予期していた

以上に,ケプロン将軍を,とても気に入りました｡彼

は,概して有能で善意の人です｡

これが判読したライマン来朝最初約6日間の記録であ

る｡

注5)函館駐在アメリカ領事夫人

<受付:1989年12月19日〉
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